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昨
今
ま
す
ま
す
議
論
に
拍

車
が
か
か
る
「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
に
お
い
て
、
大
学

病
院
で
勤
務
す
る
臨
床
系
医

師
（
教
員
）
の
業
務
は
裁
量

労
働
的
な
も
の
（
専
門
業
務

型
裁
量
労
働
制
を
適
用
で
き

る
）
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は

現
状
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

厚
労
省
の
「
医
師
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
検
討
会
」
に

お
い
て
、
医
師
の
働
き
方
改

革
の
実
行
に
は
タ
ス
ク
・
シ

フ
テ
ィ
ン
グ
（
業
務
の
移

管
）
や
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
（
業
務
の
分
担
）
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
実

現
に
は
医
師
の
働
き
方
の
み

な
ら
ず
、
他
の
職
種
を
含
め

た
医
療
職
全
体
の
職
務
範
囲

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
働
き
方
改
革
は
、
全
て

の
医
療
職
の
意
識
改
革
と
共

に
生
産
性
向
上
を
考
え
る
機

会
で
も
あ
る
。
医
師
は
そ
の

立
場
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

こ
と
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

い
質
を
担
保
し
な
が
ら
行
う

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
質
の
高
い
教
育
の
実

施
も
不
可
欠
と
い
え
る
。

 

近
年
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

時
代
が
到
来
し
、
医
療
現
場

で
そ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
Ａ
Ｉ
の
不
得
手
な

分
野
と
し
て
感
性
、
感
覚
、

常
識
と
い
っ
た
医
師
と
し
て

診
療
に
不
可
欠
な
要
素
が
あ

げ
ら
れ
る
。
臨
床
現
場
で
医

師
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、

Ａ
Ｉ
を
超
え
る
レ
ベ
ル
に
あ

る
と
も
い
え
る
。
医
師
は
そ

の
立
場
を
活
か
し
た
生
産
性

向
上
に
注
力
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
診

療
内
容
、
業
務
範
囲
の
見
直

し
に
こ
そ
Ａ
Ｉ
活
用
の
意
義

が
あ
る
と
も
い
え
、
こ
こ
に

働
き
方
改
革
解
決
へ
の
糸
口

を
見
出
せ
る
可
能
性
が
あ

る
。

 

一
方
で
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
く
医
療
）
全

盛
の
時
代
に
お
い
て
、
質
の

高
い
医
療
実
現
に
必
要
な
教

育
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
心
の
教

育
で
よ
い
の
か
と
い
う
議
論

も
必
要
と
な
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
診
療
の
み
で

質
の
高
い
最
良
の
医
療
を
提

供
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
診
療
の
質

の
向
上
に
資
す
る
ツ
ー
ル
で

あ
る
と
考
え
る
べ
き
と
い
え

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
掲
載

さ
れ
な
い
よ
う
な
常
識
的
あ

る
い
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
経

験
に
基
づ
く
診
療
を
学
ぶ
こ

と
も
、
質
の
高
い
教
育
に
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

 

（
救
急
医
学

 

佐
々
木
淳
一　

68
回
）

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
認
定

〜
新
し
い
が
ん
医
療
の
先
導
者
を
目
指
し
て
〜

北
川 

雄
光（
65
回
）

病
院
長

医
学
部
１
１
０
名
が

社
会
へ
と
羽
ば
た
く

第112回医師国家試験
３
年
ぶ
り
に

新
卒
１
０
０
％
合
格
達
成

平
成
29
年
度 

卒
業
式

　

我
が
国
に
お
い
て
ゲ
ノ
ム

医
療
に
係
る
高
い
専
門
性
を

有
す
る
機
関
の
整
備
は
、

「
が
ん
領
域
」
と
「
難
病
領

域
」
に
分
け
て
推
進
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
難
病
領
域
で

は
、
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー

小
崎
健
次
郎
教
授
を
中
心

に
、
当
院
は
日
本
を
リ
ー
ド

す
る
実
績
を
挙
げ
て
き
ま
し

た
。「
が
ん
領
域
」
に
関
し

て
は
、
本
年
２
月
の
「
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院

等
」
選
定
を
き
っ
か
け
に
国

家
的
事
業
と
し
て
取
り
組
み

が
加
速
さ
れ
ま
し
た
。
本
事

業
は
一
定
水
準
を
持
つ
医
療

機
関
が
中
心
と
な
っ
て
が
ん

の
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く

が
ん
個
別
化
医
療
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の

中
で
全
国
に
10
～
12
カ
所
程

度
の
中
核
拠
点
病
院
と
そ
の

傘
下
の
連
携
病
院
を
配
置
し

て
日
本
全
体
を
網
羅
す
る
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
に
関
す

る
情
報
を
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
情

報
管
理
セ
ン
タ
ー
」
に
集
約

し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
が
ん
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
す
る
と
い
う
国
家

戦
略
構
想
で
す
。

　

今
般
、
こ
の
中
核
拠
点
病

院
の
厳
し
い
審
査
が
行
わ

れ
、
本
年
２
月
16
日
付
で
当

院
が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠

点
病
院
」
に
見
事
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
当
院
は
認
定
さ
れ

た
全
国
11
病
院
の
う
ち
唯
一

の
私
立
大
学
病
院
で
あ
り
、

新
し
い
時
代
の
が
ん
医
療
を

大
き
く
遅
れ
を
取
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
欧
米
で
は

１
医
療
機
関
に
お
け
る
が
ん

の
遺
伝
子
解
析
症
例
数
は
数

千
に
及
び
、
新
た
な
抗
腫
瘍

薬
剤
治
験
へ
の
登
録
要
件
に

は
、
患
者
が
何
ら
か
の
遺
伝

子
解
析
を
受
け
た
結
果
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
な
ど
、
日
常
診
療
の
一
環

と
し
て
ゲ
ノ
ム
解
析
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
世

界
の
潮
流
に
こ
れ
以
上
乗
り

遅
れ
な
い
た
め
に
、
本
学
で

さ
れ
た
病
理
検
体
の
取
り
扱

い
と
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
の

実
施
、
②
エ
キ
ス
パ
ー
ト
パ

ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
専
門
家
会

議
の
開
催
に
よ
る
正
確
な
遺

伝
子
検
査
結
果
の
解
釈
と
患

者
対
応
、
③
生
殖
細
胞
系
列

変
異
の
検
出
時
の
遺
伝
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
④
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
担
保
さ
れ
た
ゲ
ノ
ム

情
報
、
患
者
情
報
の
取
り
扱

い
、
⑤
臓
器
横
断
的
な
ゲ
ノ

ム
解
析
用
検
体
の
採
取
と
バ

ン
キ
ン
グ
、
⑥
先
進
医
療
Ｂ

や
患
者
申
出
療
養
制
度
を
活

用
し
た
先
進
的
な
治
療
へ
の

対
応
、
⑦
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

に
関
与
す
る
人
材
育
成
や
研

究
活
動
な
ど
医
療
施
設
と
し

て
の
総
合
力
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
要
件
を
ク

リ
ア
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
も
、
本
学
に
お
け
る
研
究

・
診
療
・
教
育
活
動
の
長
年

の
成
果
で
す
。
昨
年
こ
の
事

業
の
た
め
に
新
設
し
た
腫
瘍

セ
ン
タ
ー
ゲ
ノ
ム
医
療
ユ
ニ

ッ
ト
長
、
西
原
広
史
教
授
を

は
じ
め
、
ご
尽
力
を
下
さ
っ

た
全
て
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
の
「
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
」
は
世
界
水
準
に

先
導
す
る
上

で
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま

し
た
。

　

が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
中
核

拠
点
病
院
に

求
め
ら
れ
る

機
能
は
多
岐

に
わ
た
り
、

①
精
度
管
理

は
関
連
病
院
と
の
連
携
体
制

を
強
化
し
、
日
本
最
大
の
が

ん
ゲ
ノ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
西
原
教
授
を
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
当
院
に

お
い
て
は
す
べ
て
の
が
ん
患

者
さ
ん
が
遺
伝
子
解
析
の
結

果
に
基
づ
く
個
別
化
治
療
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
画
期
的

　

平
成
30
年
２
月
10
日
か
ら

11
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

第
１
１
２
回
医
師
国
家
試
験

の
合
格
発
表
が
、
３
月
19
日

に
厚
生
労
働
省
よ
り
行
わ
れ

た
。

　

第
１
１
２
回
医
師
国
家
試

験
の
受
験
者
総
数
は
１
万
０

は
、
必
修
問
題
は
、
一
般
問

題
を
１
問
１
点
、
臨
床
実
地

問
題
を
１
問
３
点
と
し
、
総

得
点
が
、
１
６
０
点
以
上

（
２
０
０
点
満
点
）、
必
修

問
題
を
除
い
た
一
般
問
題
及

び
臨
床
実
地
問
題
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
問
１
点
と

し
、
総
得
点
が
、
２
０
８
点

以
上
（
２
９
９
点
満
点
）、

禁
忌
肢
問
題
選
択
数
３
問
以

下
で
あ
っ
た
。
本
年
は
、
必

修
問
題
以
外
の
一
般
問
題
が

１
０
０
題
減
り
、
合
計
４
０

０
題
と
な
り
、
試
験
日
数
も

３
日
間
か
ら
２
日
間
に
短
縮

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
点
で

変
更
が
あ
っ
た
。

　

試
験
問
題
を
分
析
し
て
み

る
と
、
必
修
問
題
は
素
直
な

問
題
が
多
く
、
特
に
難
化
し

た
印
象
は
受
け
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
耳
鼻
科
の
診
察
器

具
や
輸
液
の
組
成
を
問
う
問

題
な
ど
、
臨
床
実
習
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
な
い
と
解

け
な
い
問
題
が
散
見
さ
れ
、

今
後
の
こ
の
傾
向
が
進
む
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
今
年
は
「
病
態
を
評

価
し
、
必
要
な
臨
床
的
処

置
」
を
問
う
よ
う
な
、
単
な

る
暗
記
で
は
太
刀
打
ち
で
き

な
い
良
問
が
目
立
ち
、
よ
り

実
践
的
な
判
断
を
求
め
ら
れ

る
問
題
が
相
次
い
だ
。

　

さ
ら
に
こ
こ
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
加
齢
・
老
年
学
か

ら
の
出
題
数
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
我
が
国
に
お
け

る
急
速
な
高
齢
化
を
反
映
し

た
出
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
塾
医
学
部
で
は
総
計
１

１
６
名
が
受
験
し
１
１
２
名

（
96
・
６
％
）
が
合
格
し

た
。
う
ち
新
卒
は
１
１
０
名

が
受
験
、
全
員
が
合
格
を
手

に
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
１
０

０
％
合
格
を
達
成
し
た
本
塾

だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
国

家
試
験
対
策
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
学
生
同
士
が
積

極
的
に
教
え
合
い
、
全
体
の

レ
ベ
ル
を
底
上
げ
し
て
い
く

体
制
が
あ
る
。
前
年
の
国
家

試
験
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
説

明
会
を
行
い
、
模
試
受
験
の

推
奨
な
ど
計
画
的
な
学
習
を

促
し
て
い
る
。

　

重
圧
を
は
ね
の
け
難
関
を

通
過
し
た
今
年
の
97
回
生
に

は
敬
意
を
表
し
た
い
。

 

（
５
年　

阿
部
雄
志
）

【
分
析
と
今
後
の
展
望
】

　

１
１
２
回
の
医
師
国
家
試

験
か
ら
は
、
大
き
な
変
更
点

０
１
０
名
、
合

格
者
は
９
０
２

４
名
で
全
体
の

合
格
率
は
90
・

１
％
で
あ
り
、

昨
年
よ
り
１
・

４
％
上
が
っ

た
。
男
女
別
合

格
数
は
男
５
９

５
８
名
、
女
３

０
６
６
名
で
あ

り
、
合
格
者
に

占
め
る
女
性
の

割
合
は
34
・
０

％
に
達
し
た
。

　

合
格
基
準

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
５
０

０
問
を
３
日
間
で
解
い
て
い

た
の
が
、
４
０
０
問
を
２
日

間
で
解
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
共
用
試
験
Ｃ
Ｂ
Ｔ

が
十
分
に
普
及
し
て
き
た
の

で
、
国
家
試
験
の
負
担
を
減

ら
そ
う
と
い
う
考
え
で
あ

る
。
し
か
し
、
出
題
範
囲
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
学
生
の

負
担
は
変
わ
ら
ず
、
逆
に
問

題
数
が
減
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
試
験
と
し
て
の
妥
当

性
、
信
頼
性
が
低
下
す
る
。

今
回
、
多
く
の
大
学
で
成
績

が
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
よ
う

な
学
生
が
不
合
格
と
な
っ
た

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

今
年
の
問
題
は
、
や
や
易

化
し
た
が
、
合
格
率
は
こ
こ

数
年
通
り
の
90
・
１
％
で
あ

っ
た
た
め
、
合
格
最
低
点
が

70
％
を
越
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
医
師
国
家
試
験
は
、
も

う
、
競
争
試
験
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
各
大
学
が
医

師
国
家
試
験
対
策
に
力
を
入

れ
、
受
験
生
の
学
力
は
上
が

っ
て
い
る
が
、
合
格
率
は
一

定
に
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
、
周
り
が
頑
張
っ

た
だ
け
、
自
分
も
頑
張
ら
な

け
れ
ば
落
ち
て
し
ま
う
と
い

う
試
験
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
慶
應
義
塾
大

第112回医師国家試験 新卒合格率順位
順
位 大学名 合格率

（%）
合格者数/
受験者数

1  慶應義塾大学医学部  100 110/110
2  昭和大学医学部  100 101/101
3  自治医科大学  92.2 127/128
4  奈良県立医科大学  99.1 106/107
5  大阪医科大学  99.1 107/108

新病院棟建設事業募金

2018 年 ３ 月 2３ 日 時 点 で 賜 り ま し た 募 金 の 集 計
新棟募金総合計額 募金総件数 三四会員の募金件数 名寄せ後の三四会の募金者数

2,495,298,682円 4,006件 ３,894件 2,684人

募金の最終申込が３月31日で終了
皆様の塾への愛情・ご協力に対して、深甚なる敬意を表し、感謝を申し上げます

「社中一丸の証」
　新病院棟建設事業募金申込が3月末で終了します。大変多くの方々にご協力頂きました。厚く御礼
申し上げます。
　募金は自主的な活動であり、時の流れからは困難が予想されました。しかし、活動を開始してみる
と、慶應義塾大学医学部を愛し、協力していただけた方が予想以上に多く、それらの方々の熱い熱意
に驚かされました。まさに医学部の結束力の原動力であり、塾を支えている大きな力であり、また三
四会としての大きな宝物です。
　寄付が、大学運営の支えとなっている海外の著名な大学も少なくありません。慶應においても社中
一丸となっての寄付支援が、塾の経済的危機を救ってきた歴史があります。現在銘板の準備を進めて
います。銘板はご寄付を頂いた方の個人名を刻むものですが、多くの方々が寄付に参加した記録でも
あります。後世につなぐ社中一丸の証となればと思います。
� 三四会会長　武田純三

1）銘板の掲出条件
寄付累計額　100万円以上
■個人・法人・有志団体
■有志団体（構成人数5名以上でご登録頂いた団体）

2）銘板掲出場所
新病院棟（1号館）
1階正面入口付近
ホスピタルモール

【銘板にお名前を掲出いたします】
銘板の対象となられる方々の条件を、改めてご説明いたします

※今後、銘板掲出の対象の方々に、確認の書類をお送りさせて頂く予定です

3）新病院棟建設にかかわる募金名称・期間種別と銘板設置場所
ア：創立150年記念事業募金（2005年10月1日～2010年9月30日）　 　　　　　　　　　　　既に日吉・三田に掲出
イ：使途指定寄付（信濃町新病院棟建設）（2010年10月1日～2012年12月31日）　　　　　　
ウ：新病院棟建設事業募金（2013年1月1日～2018年3月31日）　 信濃町に掲出

■お問合せ先　慶應義塾基金室（平日9：00～17：00）　TEL：03-5427-1898 E-Mail：kikin-box@adst.keio.ac.jp

三四会募金事務局（平日9：00～17：00）　TEL：03-3356-5568 E-Mail：shintoubokin@sanshikai.jp

（４月以降に最終状況を報告予定です）

学
医
学
部
の
学
生
の
現
役
生

が
全
員
合
格
を
達
成
で
き
た

こ
と
は
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ
る
。
正
直
申
し

上
げ
て
、
私
た
ち
教
員
達

は
、
ほ
と
ん
ど
対
策
に
力
を

貸
し
て
い
な
い
。
学
生
達

は
、
全
員
合
格
を
合
言
葉

に
、
模
擬
試
験
で
成
績
が
悪

か
っ
た
学
生
に
、
良
か
っ
た

学
生
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
つ

い
て
、
勉
強
に
励
ん
で
き
た

成
果
で
あ
る
。
彼
ら
の
姿
は

ま
さ
に
慶
應
義
塾
の
半
学
半

教
の
精
神
を
体
現
す
る
も
の

で
あ
り
、
誇
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　

医
師
国
家
試
験
は
知
識
を

問
う
試
験
で
あ
り
、
技
能
や

態
度
は
各
大
学
で
卒
業
時
に

Ｐ
Ｃ
Ｃ
―
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
ク
リ

ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
終

了
後
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
で
確
認

す
る
こ
と
が
全
国
の
大
学
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
慶
應
義

塾
大
学
で
は
３
年
前
か
ら
卒

業
時
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
形
で

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｃ

Ｃ
―
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
も
３
年
後
に

は
、
全
医
学
部
が
正
式
実
施

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

（
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

教
授　

門
川
俊
明　

70
回
）

な
体
制
の
準
備
を
始
め
て
お

り
、
日
本
の
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
均
て
ん
化
に
お
い
て
先
導

的
な
役
割
を
果
た
し
て
参
る

所
存
で
す
。
今
後
と
も
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
卒
業
式
が
３

月
26
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

展
示
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ

た
。
本
年
は
日
吉
記
念
館
の

建
て
替
え
工
事
の
た
め
、
代

替
会
場
で
の
挙
行
と
な
っ

た
。
卒
業
生
や
彼
ら
を
祝
福

す
る
家
族
で
賑
わ
う
中
、
式

典
は
午
前
10
時
定
刻
の
25
分

遅
れ
で
開
始
さ
れ
た
。

　

開
式
の
辞
よ
り
始
ま
っ
た

式
典
で
は
、
ま
ず
青
山
藤
詞

郎
常
任
理
事
に
よ
る
学
事
報

告
が
な
さ
れ
、
各
学
部
の
卒

業
生
数
お
よ
び
表
彰
者
数
が

読
み
上
げ
ら
れ
た
。
医
学
部

の
卒
業
生
数
は
１
１
０
名
で

あ
っ
た
。
次
に
各
学
部
の
代

表
者
へ
の
学
位
記
授
与
が
行

わ
れ
、
医
学
部
か
ら
は
今
井

悠
気
君
が
受
領
代
表
と
な
っ

た
。
続
い
て
の
表
彰
で
は
、

大
学
表
彰
規
程
に
よ
る
表

彰
、
す
な
わ
ち
医
学
部
首
席

と
し
て
黒
川
安
晴
君
が
表
彰

を
受
け
た
。
次
に
小
泉
体
育

努
力
賞
と
し
て
、
医
学
部
か

ら
弓
道
部
１
名
、
水
泳
部
５

長
は
、
世
界
中
の
様
々
な
問

題
に
対
し
て
最
も
危
険
な
こ

と
は
、
思
考
を
停
止
し
判
断

を
他
者
に
委
ね
る
こ
と
で
あ

る
と
述
べ
、
自
身
で
考
え
物

事
の
本
質
に
つ
い
て
よ
く
考

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
語
っ
た
。
ま
た
、
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
横
浜

は
、
旧
山
下
居
留
地
に
ほ
ど

近
く
、
若
き
日
の
福
沢
先
生

が
蘭
学
か
ら
英
学
へ
の
大
転

換
を
決
意
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
触
れ
、
柔
軟
さ
や
決
断

力
、
行
動
力
の
重
要
性
を
語

っ
た
。

　

次
い
で
、
株
式
会
社
早
川

書
房
代
表
取
締
役
で
あ
る
早

川
浩
氏
か
ら
塾
員
代
表
と
し

て
祝
辞
が
あ
っ
た
。
早
川
氏

は
、
卒
業
生
は
、
時
代
の
要

請
に
答
え
て
、
日
本
を
危
険

水
域
か
ら
脱
出
さ
せ
る
水
先

案
内
人
と
し
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

た
。
ま
た
、
仕
事
や
人
間
関

係
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き

は
良
質
な
書
物
や
文
学
が
人

生
の
進
路
に
な
る
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

こ
れ
に
続
き
、
医
学
部
の

松
垣
道
博
君
が
卒
業
生
代
表

と
し
、
登
壇
し
社
会
に
出
る

上
で
の
決
意
や
支
え
て
く
れ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
語
っ
た
。

　

式
の
結
び
に
は
、
会
場
に

い
る
塾
職
員
と
卒
業
生
な

名
、
硬
式
庭

球
部
８
名
、

競
走
部
２

名
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
11

名
、
ゴ
ル
フ

部
11
名
が
表

彰
さ
れ
た
。

最
後
に
小
泉

体
育
奨
励
賞

や
塾
長
賞
の

表
彰
が
行
わ

れ
た
。

　

各
種
表
彰

の
終
了
後
、

長
谷
山
彰
塾

長
が
式
辞
を

述
べ
た
。
塾

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
の
卒
業
式

乾
杯
の
音
頭
を
と
る
天
谷
医
学
部
長

歓
談
の
様
子

　

３
月
26
日
、
謝
恩
会
が
帝

国
ホ
テ
ル
富
士
の
間
に
お
い

て
執
り
行
わ
れ
た
。
本
年
度

の
卒
業
生
で
あ
る
97
回
生
が

参
列
し
、
会
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
進
行
し
た
。

　

謝
恩
会
は
19
時
に
開
会

し
、来
賓
の
挨
拶
、卒
業
生
紹

介
、
卒
業
記
念
品
授
与
、
寄

贈
品
贈
呈
、
謝
恩
会
委
員
挨

拶
、若
き
血
斉
唱
と
続
い
た
。

　

長
谷
山
彰
塾
長
は
挨
拶
に

て
、
福
沢
諭
吉
が
北
里
柴
三

郎
を
叱
責
し
た
「
牛
乳
瓶
事

件
」
を
紹
介
さ
れ
、
気
を
引

き
締
め
て
こ
と
に
当
た
る
こ

と
、
そ
し
て
人
に
関
心
を
持

ち
、
人
と
の
関
わ
り
合
い
の

中
で
医
師
と
し
て
の
物
差
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
研
鑽
を
積
ん
で
ほ
し
い

と
述
べ
ら
れ
た
。

　

比
企
能
樹
連
合
三
田
会
会

長
は
、
医
学
部
の
名
前
を
高

得
ら
れ
た
友
人
は
生
涯
の
友

で
あ
り
、
教
職
員
・
父
兄
へ

の
恩
を
忘
れ
ず
、
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
に
臨
床
や
研
究
の

分
野
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と

語
ら
れ
た
。

　

北
川
雄
光
病
院
長
は
、
卒

業
し
て
も
慶
應
義
塾
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
、
大
き
く

成
長
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、
新
病
院
棟
の

開
院
に
つ
い
て
は
、
若
い
職

員
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る

職
場
を
目
指
す
決
意
を
示
さ

れ
た
。

　

武
田
純
三
三
四
会
会
長

は
、
三
四
会
の
由
来
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
、
各
自
の
進
路

の
精
神
の
大
切
さ
を
説
か
れ

た
。

　

岡
野
栄
之
医
学
研
究
科
委

員
長
は
、
東
医
体
責
任
学
年

で
の
優
勝
と
国
家
試
験
全
員

合
格
の
話
題
に
触
れ
、
文
武

両
道
の
97
回
生
を
称
え
ら

れ
、
伝
統
の
継
承
と
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
忘
れ
ず
に
進

ん
で
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

天
谷
雅
行
医
学
部
長
は
、

卒
業
生
の
門
出
を
祝
う
エ
ー

ル
を
送
ら
れ
、
自
ら
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
た
。

　

会
の
終
盤
で
は
、
應
援
指

導
部
に
よ
る
エ
ー
ル
に
て
閉

式
と
な
っ
た
。

 

（
５
年　

阿
部
雄
志
）

「
平
成
29
年
度
謝
恩
会
」開
催

め
る
べ
く
、

研
鑽
を
積
ん

で
ほ
し
い
と

エ
ー
ル
を
送

ら
れ
た
。

　

竹
内
勤
常

任
理
事
は
、

学
生
生
活
で

は
異
な
っ
て
い
て

も
、
同
じ
三
四
会
に

所
属
す
る
も
の
同
士

の
生
涯
教
育
を
援
助

し
、
お
互
い
に
高
め

合
う
「
半
学
半
教
」

ど
、
慶
應
社
中
に
よ
る
慶
應

讃
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
た
。
同

会
場
で
は
引
き
続
い
て
三
田

会
結
成
式
が
行
わ
れ
、
無
事

閉
式
と
な
っ
た
。

 

（
５
年　

阿
部
雄
志
）

北川病院長と西原教授


